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本日の発表の目的

• 岡山スポーツ産業創出ビジョンの提示

• 7つの戦略骨子の共有

• 2026年度以降の推進方向の提示



なぜ今、スポーツ産業なのか

• 人口減少と地域経済縮小

• 若者流出

• 健康寿命課題

• 公共施設維持負担の増加

• 健康・教育・産業を横断する可能性

• 世界ではスポーツは巨大産業

スポーツ産業
約70兆円規模（世界）



背景：「今やらなければ岡山は取り残される」

• 全国ではアリーナ建設ラッシュ、スポーツツーリズム市場の拡
大、部活動の地域展開、DX によるスポーツ産業の高度化が急
速に進行しています。

• 一方地方都市では、これらの施策を別々に進めた結果、都市戦
略として統合されないまま“バラバラ改革”に終わる例も増えて
います。







岡山では今、以下の7つの追い風が
同時に起きています。

• アリーナ・スタジアム整備の機運の高まり

• ファジアーノ岡山のJ1定着に向けた地域支援

• 4つのトップスポーツチームの存在

• ハレまち通りを中心としたウォーカブルシティ形成

• サイクルツーリズム・アドベンチャーツーリズムの急拡
大

• 部活動の地域展開が本格化

• 起業促進・DX推進の流れ



スポーツツーリズム市場分析予測









令和5 (2023) 年度から令和9 (2027) 年度までの5年間。令和4(2022) 年度から令和8 (2026) 年度までの5年間。



なぜ岡山なのか

• 晴れの国の気候条件

• 瀬戸内海〜山間部の自然

• 医療・教育資源の集積

• 交通結節点

• アーバンスポーツ実績

スポーツ産業が成立する条件が揃っている



• これらを“点”ではなく“面”として統合し、都市としての競争力
を再構築するとともに、スポーツを永続・発展性のあるビジネ
スとしての視点からも議論する必要があります。

• そこで KOIA は、行政・大学・スポーツ団体・観光・企業・金
融機関が一体となり、来春の発表に向けた総合戦略を議論しま
す。



■ポイント

1. 岡山での「スポーツ×都市づくり」統合会議

2. アリーナ・スタジアム構想を軸にした都市戦略に直結

3. 部活動地域移行・DX・観光まで“全方位”を1つの会議で扱う

4. 来春には記者発表（来年度の岡山の都市政策を左右する内容
に）

5. 民産官学金言が揃うプロジェクト



会議目的共有

「国の方向性×岡山の強み」

で

“岡山版”を作る会議である。

スポーツを軸にした岡山の未来創造・

都市価値向上の戦略立案



顧問・委員
顧問 ：梶谷俊介 岡山トヨタ自動車（株） 代表取締役社長

座長 ：林 恒宏 岡山理科大学経営学部教授

副座長：安原賢一 （一社）渋川マリンアクティビティ協会 代表理事

委員

• 中島基善 （一社）吉備オープンイノベーション協会 代表理事会長

• 井上伸一 （一社）吉備オープンイノベーション協会 専務理事

• 嘉数篤志 岡山トヨタ自動車（株）リーダー

• 岡﨑圭佑 経済産業省 中国経済産業局産業部 産業振興課流通・サービス産業室スポーツ関連産業係長

• 小寺幸治 （株）山陽新聞社 社長室 室長

• 林 孝康 （一社）瀬戸内市観光協会 事務局長

• 今井 明 岡山大学 産学官連携本部長 主任リサーチ・アドミニストレーター（URA)

• 神田恭行 リコージャパン（株） リーダー／（一社）岡山県山岳・スポーツクライミング連盟 理事

• 寺坂幸治 （一社）吉備オープンイノベーション協会 監事／岡山シーガルズ アドバイザー

• 髙本和英 （一財）岡山経済研究所 主任研究員

• 保﨑真寛 中銀リース（株）経営企画部 担当部長

• 西脇和治 （一財）岡山県サッカー協会 専務理事

• 森清将史 （一社）瀬戸内ブルーシャインズ 代表





会議スケジュール

第1回：理解と棚卸し（12月10日）
第2回：テーマ別深掘り（1月14日）
第3回：おかやま版アクション案（2030）の統合（2月4日）
ビジョン発表（3月18日）

会場はNXビル



第1回の内容

• 国の方向性を理解し、
岡山の強み・資源を可視化する



第2回の内容

• 前回の復習（国の動き、本会議の目的など）

• 宿題の整理・発表（共有）

• 本日時点の骨子の確認、ご意見

• 国のアクション（事業）についての紹介

• 今後の展開（記者発表、次年度展開・事業）に対するブレスト

• 次回までの宿題の確認（骨子、事業に対するご意見、今後の展
開）



第３回・記者発表の流れ

• ご報告いただいた内容を第1回のグルーピングに加え、
再度グルーピングを行い、大きな骨子（7本）にまと
めます。

• 第3回会議では、大きな骨子（7本）について、皆様
方にご意見をいただき、『おかやまスポーツ未来開拓
会議』のビジョンを策定します。

• ３月の発表では『おかやまスポーツ未来開拓ビジョン
2030（仮）』とアクションリストを公表します。



岡山の強みを活かすスポーツ未

来事業①

理由、根拠など 具体例

スタジアム・アリー

ナ×防災スポーツ拠

点

・公共施設としての役割拡張

・防災とスポーツは自治体予算と

も相性が良い

・実践型防災の重要性

・教育・企業研修市場

・平常時：防災×体力向上プログラ

ム（担架リレー、避難シミュレー

ション） ・避難行動×運動 ・災害

時：避難所・支援拠点として即時

転用 ・学校・企業・地域団体向け

防災スポーツ研修

岡山県でのスポーツ

大会開催

中四国の交通の中心となっていて

人が集まりやすい

また新幹線も通っているため交通

の便が良い

選手権やインターハイ

スポーツの共通チ

ケット（広域版）

岡山に複数のスポーツチームがあ

り、近隣チームとも連携すること

でアウェイゲームの観戦への動機

付け、相互送客につながる。

シーガルズ＆ヴィクトリーナ姫

路、ファジアーノ＆サンフレッ

チェ広島、トライフープ＆香川

ファイブアローズ、ベル・シャル

ム＆広島レジーナ、瀬戸内ブルー

シャインズ＆？？など





岡山スポーツ産業創出ビジョン

スポーツを育て

地域で循環させ

価値を創造する

そして

人材・産業・地域の未来を支える岡山へ



7つの戦略骨子

①地域資源×スポーツ体験

② スポーツイベント交流経済

③ スポーツチーム地域インフラ化

④ スタジアム・アリーナ産業拠点

⑤ ヘルスケア・スポーツ高度化

⑥アーバンスポーツ

⑦ スポーツビジネスインキュベーション



①地域資源×スポーツ体験価値創造

岡山の自然を競技場に

• アドベンチャーツーリズム

• サイクルツーリズム

• オリエンテーリング

• 海・山スポーツ



②スポーツイベント・交流経済

人を呼び込む

• 大会誘致

• 合宿誘致

• スポーツツーリズム

• スポーツタウン

• 共通チケット



③スポーツチーム地域インフラ化

チームを

地域のインフラへ

• プロチーム

• 社会人チーム

• 学生スポーツ

• 地域CSR

• 人材育成連携

• アスリートデータバンク構想



④スタジアム・アリーナ産業拠点

• 施設は

産業拠点

• スポーツ

• エンタメ

• 健康

• PPP/PFI活用

• DX・データ活用

• 多機能複合施設

• MICE



⑤ヘルスケア・スポーツ高度化拠点

岡山の医療資源

×スポーツ

• スポーツ医療

• リハビリ拠点

• 健康産業

• 高齢者スポーツ



⑥アーバンスポーツ

新しいスポーツ文化

• BMX

• スケートボード

• クライミング

• ARスポーツ

都市空間を競技場に



⑦スポーツビジネスインキュベーション

実行組織（スポーツビジネスインキュベーション等）の立ち上げ

• 企業投資促進

• SROI評価

• 横断連携組織

企業・自治体・大学・スポーツ団体などで産業を創出する組織



5年間ロードマップ

• 2026：実証開始

• 2027：制度化

• 2028：産業化拡大

• 2029：広域展開

• 2030：岡山モデル確立



今後の展開

•スポーツビジネスインキュベーション
の創設

•アクションプラン（事業計画）の策定
など



目指す未来

スポーツが

人を育て
地域を動かし
産業を生む

スポーツ先進都市岡山



まとめ

• スポーツを育て、循環させ、価値を創造し、未来を支える岡山
へ


